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NEWSLETTER 
 

報道関係者各位 

2017年 12月 4 日 

 

 
 

本学の最新予定とトピックス 
文京学院大学では、教員陣の研究成果や、「本郷キャンパス」・「ふじみ野キャンパス」で行われる 

イベント予定、最新トピックスなど、報道関係者向けにさまざまな情報を発信しています。 
 

 実施場所  

1 
ASIAGRAPH海外巡回展 

「ASIAGRAPH CG Art Gallery台湾展」を開催 

11月 8日（水）～21日(火) 

11月 22日(水)～26日(日) 
台湾 

2 「文京学院大学 ESP シンポジウム」を開催 11月 18日(土） 
本郷キャンパス 

(東京都文京区) 

3 
国際子ども権利センター主催のシンポジウムに 

本学外国語学部 甲斐田万智子教授と学生が登壇 
11月 18日(土） 

聖心女子大学 

（東京都渋谷区） 

4 
第 68回日本電気泳動学会総会にて 

学生、院生、教授が受賞 
11月 24日（金）・25日（土) 

広島大学 

（広島県広島市） 

5 
「こしがや産業フェスタ 2017」に 

本学経営学部 川越仁恵准教授が登壇 
12月 2日(土) 

越谷市立総合体育館 

(埼玉県越谷市) 

6 
本学独自の就職活動支援プログラム 

4年生から 3年生に「働く意味」を伝えるフォーラム開催 
12月 13日（水） 

本郷キャンパス 

(東京都文京区) 

7 3つのボランティアプログラムを展開 12月 16日（土）～23日(土) 
ふじみ野キャンパス 

（埼玉県ふじみ野市） 

 

ASIAGRAPH 海外巡回展 
「ASIAGRAPH CG Art Gallery 台湾展」を開催 

11 月 8 日（水）～21 日（火） 

11 月 22 日（水）～26 日（日） 

文京学院大学の経営学部 喜多見康教授が主宰し、本学コンテンツ

多言語知財化センター内に事務局を置く ASIAGRAPH CG Art 

Gallery は、台湾の台南應用科技大學 アートセンター(Art Center) 

と、国立台南芸術大學  藝象藝文空間 (Yi Xiang Gallery)にて、

「ASIAGRAPH CG Art Gallery 台湾展」を開催しました。 
 

ASIAGRAPH は、世界の第一線で活躍する CG 分野のアジアの研

究者とクリエーターが集い、先端技術の発表や作品の展示を行う、

学術・芸術・展示が一体となった総合イベントです。今年 2 月にイン

ドネシア芸術研究所が主催する「アジア美術文化協会シンポジウム

2017」に出展して以来、ASIAGRAPH の海外巡回展は 2 回目となり

ます。 

 

台南應用科技大學では、喜多見康教授の開催挨拶が代読され、台

湾巡回展がスタートしました。アジア各国を代表するクリエーター55

名の CG 作品の他、公募部門で入賞したアニメーション作品 21 本

が展示、上映されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ASIAGRAPH  

CG Art Gallery 台湾展」 

ポスター 
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「文京学院大学 ESP シンポジウム」を開催 11 月 18 日(土) 

文京学院大学は、11月 18日（土）、本学の ESP（English for Specific 

Purposes：特定目的英語）教育について考察する「文京学院大学

ESPシンポジウム」を開催しました。 

ESP は大学における専門課程で学習するのが一般的となっていま

すが、本学では、英語学習の動機付けとして、学生の興味のある

分野を中心に、専門課程を待たず早い段階から ESP の導入に取り

組んでいます。 

今回のシンポジウムでは、「英語学習動機付けのための ESP の導

入と効果について」をテーマに、英語教育の専門家である高千穂

大学商学部長・教授寺内一先生による基調講演や、ロンドン芸術

大学における英語教育プログラム担当者 Sarah Joyce氏をお迎えし

ての事例紹介や、本学で導入している 3つの教育事例の発表が行

われました。また、東洋英和女学院大学社会学部国際コミュニケー

ション学科教授竹下裕子先生による評価と参加者によるパネル

ディスカッションを行い、本学の ESP 教育について考察しました。 

 

 
シンポジウムの様子 

 

国際子ども権利センター主催のシンポジウムに 
本学外国語学部 甲斐田万智子教授と学生が登壇 

11 月 18 日(土) 

11 月 18 日（土）に聖心女子大学にて開催された、認定 NPO 法人

国際子ども権利センター（シーライツ）の設立 25 周年記念イベント

のシンポジウムで、同法人の代表理事を務める外国語学部 甲斐

田万智子教授とともに、外国語学部生 4名と卒業生 1名が登壇し、

シーライツのあゆみについて講演しました。 

シンポジウムでは、5 名の学生・卒業生がボランティアとして活躍し

ており、これまでのシーライツの歩みを振り返りながら、シーライツが

これまで取り組んできた子どもへの暴力や子ども参加の視点をもと

に、子どもの権利の分野で活躍する方々と、子どもたち、そして参

加者と共に、「子どもがあらゆる暴力から守られる社会をめざして」

いくために何が出来るのかを考察しました。 

 

 

 

 

 

 
シンポジウムで発表する学生の様子 

（画像提供）木下健 
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第 68 回日本電気泳動学会総会にて 

学生、院生、教授が受賞 
11 月 24 日（金）・25 日（土） 

11 月 24 日（金）と 25 日（土）に開催された、第 68 回日本電気泳動学会

総会（広島大学・広島県広島市）において、筆頭演者である本学大学院保

健医療科学研究科 1 年の大山健斗さんをはじめ、本学の共同演者である

保健医療技術学部 4年の金内佑樹さん、山﨑園子さん、保健医療技術学

部教授の飯島史朗先生が「優秀発表賞」を受賞しました。 

発表内容：イヌ、ネコの SDS-アガロースゲル電気泳動法と尿タンパク分画

パターン解析の有用性 

（概要）ヒトで明らかにされている電気泳動法による腎障害部位を特定する

方法を、操作が簡便な SDS-アガロースゲル電気泳動法を用いてイヌ、ネ

コに応用。さらにイヌ、ネコそれぞれで、尿タンパク測定だけではわからな

い、治療の必要がない生理的タンパク尿を容易判別できる方法を開発し

発表した。 

また、同学会にて、本学の保健医療技術学部教授の飯島史朗先生が、

第 56回日本電気泳動学会 学会賞「児玉賞」を受賞しました。 

受賞研究：電気泳動法を応用した種々の糖タンパク質と病態との関連解

析 

（概要）これまで 30 年間にわたり、高圧セルロースアセテート膜等電点電

気泳動法をはじめとした各種電気泳動法を開発し、血清などに含まれる糖

タンパク質の異常と病態との関係を明らかとし医療および学会に貢献した

ことが高く評価され受賞した。 

  
優秀発表賞表彰状 

 

 
児玉賞表彰状 

 

 
児玉賞受賞楯 

 

「こしがや産業フェスタ 2017」に 
本学経営学部 川越仁恵准教授が登壇 

12 月 2 日(土)      

12 月 2 日（土）・3 日（日）に開催された「こしがや産業フェスタ 2017」（埼玉

県越谷市）にて、経営学部 川越仁恵准教授が、伝統工芸の未来などに

ついて講演しました。 

本イベントは、商工業者、農業者が一堂に会し、市民とのふれあいを通じて、

越谷の産業への理解を深めるために開催されます。川越仁恵准教授は、2

日（土）の午前 10時よりイベントスペースにて開催された「若手職人座談会～

伝統技術を未来につなぐ～」に、市内の若手職人やデザイナーと共に参加

しました。座談会では、越谷における伝統工芸の活動を、他地域の例などと

比較し、より順調に運ぶための方法や失敗を防ぐためのポイントなどをアドバ

イスしました。 

 

 

 

イベントポスター 
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本学独自の就職活動支援プログラム 

4 年生から 3 年生に「働く意味」を伝えるフォーラム開催 
12 月 13 日(水) 

文京学院大学キャリアセンターは、12 月 13 日（水）、本郷キャンパスにて、内

定している 4 年生から 3 年生に、働くことの意味や内定を勝ち取るまでの体験

談などを伝える独自の就職活動支援プログラム「キャリアてっぺんフォーラム」

を開催します。今回は、経営学部 4 年生 2 名、外国語学部 4 年生 2 名、計 4

名の学生が登壇します。 

「キャリアてっぺんフォーラム」の一番の特長は、登壇するのが教員や専門家で

はなく、先輩学生である点です。学生にとって最も身近な存在である先輩の話

を聞くことで、より具体的・現実的な学びを得るとともに、就職活動へのモチ

ベーションを高めることができます。 

「キャリアてっぺんフォーラム」は、大学 3 年生を対象としたフォーラムですが、

関心のある 1・2 年生も参加することができます。また、本イベントの企画運営

は、すべて学生実行委員が担っています。 

日時：12月 13 日（水） 14:50～16:20 

会場：本郷キャンパス 仁愛ホール（東京都文京区向丘 1-19-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の様子 

 

3 つのボランティアプログラムを展開 12月16日（土）～23日（土） 

ボランティアを必要とする人、したい人をつなぐ文京学院大学地域連携センターBICSは、今年開所 13年目

を迎えます。BICS では、学生が地域の社会資源を活用し、8 つのプログラムに分かれてボランティア活動を

行っています。12月は以下のプログラムを展開します。 

 

 

≪多文化児童学習･スポーツ支援「BCC」≫ 

【「NPO法人 街のひろば」のスポーツ支援】 

日時： 12月 16日（土）14 時 00分～18時 00分 

場所：ふじみ野キャンパス（埼玉県ふじみ野市亀久保 1196） 

参加者：学生 15名、対象者 18名 

 

 

 

≪小学生対象グループワーク「レッツゴー！まるびぃの森」≫ 

【子ども大学ふじみ野 あそび学部 クリスマス会】 

日時： 12月 17日（日）9時 00分～15時 00分 

場所：ふじみ野キャンパス（埼玉県ふじみ野市亀久保 1196） 

参加者：学生 20名、対象者 50名 

 

 

≪発達・知的障がい児支援「ピーターパン」≫ 

【クリスマス会】 

日時： 12月 23日（土）10 時 00分～15時 30分 

場所：ふじみ野キャンパス（埼玉県ふじみ野市亀久保 1196） 

参加者：学生 15名、対象者 10名 

 

 


